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(57)【要約】
【課題】ＬＥＤランプの装着を確実に検出できるＬＥＤ
ランプの専用電源を提供する。
【解決手段】専用電源15は、直流電源部35を有する。専
用電源15は、直流電源部35からの電力供給を受け、ＬＥ
Ｄ素子25およびＬＥＤ素子25に並列に接続した検出用抵
抗器26を備えたＬＥＤランプ14を点灯制御する点灯回路
36を有する。専用電源15は、ＬＥＤランプ14の着脱によ
る検出用抵抗器26の着脱により可変する電圧レベルに基
づいてＬＥＤランプ14の装着の有無を検出する装着検出
部37を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流電源部と；
　この直流電源部からの電力供給を受け、ＬＥＤ素子およびこのＬＥＤ素子に並列に接続
された検出用抵抗器を備えたＬＥＤランプを点灯制御する点灯回路と；
　ＬＥＤランプの着脱による検出用抵抗器の着脱に応じて変化する電圧レベルに基づいて
ＬＥＤランプの装着の有無を検出する装着検出部と；
　を具備していることを特徴とするＬＥＤランプ用電源装置。
【請求項２】
　装着検出部は、ＬＥＤランプのＬＥＤ素子および検出用抵抗器が少なくともいずれかに
並列に接続される複数の分圧用抵抗器を備え、これら分圧用抵抗器の少なくともいずれか
による分圧レベルと所定の閾値電圧とを比較することによりＬＥＤランプの装着の有無を
検出する
　ことを特徴とする請求項１記載のＬＥＤランプ用電源装置。
【請求項３】
　ＬＥＤ素子およびこのＬＥＤ素子に並列に接続された検出用抵抗器を備えたＬＥＤラン
プと；
　このＬＥＤランプを点灯回路により点灯制御する請求項１または２記載のＬＥＤランプ
用電源装置と；
　を具備していることを特徴とするＬＥＤランプシステム。
【請求項４】
　検出用抵抗器の抵抗値は、調光下限でのＬＥＤ素子の負荷インピーダンスの４倍以上６
倍以下に設定されている
　ことを特徴とする請求項３記載のＬＥＤランプシステム。
【請求項５】
　ＬＥＤ素子は、全光状態での定格電流値が３５０ｍＡで、調光下限が全光状態の０．５
％であり、
　検出用抵抗器の抵抗値は、２７０ｋΩ以上３３０ｋΩ以下である
　ことを特徴とする請求項４記載のＬＥＤランプシステム。
【請求項６】
　ＬＥＤ素子は、全光状態での定格電流値が３５０ｍＡで、調光下限が全光状態の０．５
％であり、
　検出用抵抗器の抵抗値は、１３０ｋΩ以上１７０ｋΩ以下である
　ことを特徴とする請求項４記載のＬＥＤランプシステム。
【請求項７】
　装着検出部は、直流電源部から点灯回路への入力電圧に応じて閾値電圧を可変する
　ことを特徴とする請求項２ないし６いずれか一記載のＬＥＤランプシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ素子を有するＬＥＤランプに給電するためのＬＥＤランプ用電源装置
およびこれを備えたＬＥＤランプシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、例えば直管形、あるいは電球形などの蛍光ランプに代えて使用可能な光源とし
て、低消費電力でかつ長寿命なＬＥＤ素子を用いたランプ装置が提案されている。このよ
うなランプ装置は、直流電源部と、この直流電源部からの電源によりＬＥＤ素子を備える
ＬＥＤランプを点灯させる点灯回路とを有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１５８１１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＬＥＤランプシステムにおいては、利便性および省エネルギの観点などから、ＬＥＤラ
ンプを点灯回路に装着しない状態で点灯回路が動作することが好ましくないため、ＬＥＤ
ランプの装着の有無を検出できることが好ましい。
【０００５】
　しかしながら、例えば蛍光ランプを用いたランプ装置の場合には、そのフィラメントの
抵抗値を利用して分圧により装着の有無を検出することが可能であるのに対して、フィラ
メントを有しないＬＥＤランプでは、このような抵抗値を利用した装着検出ができない。
したがって、ＬＥＤランプを用いるＬＥＤランプシステムにおいて、ＬＥＤランプの装着
を検出可能とすることが望まれている。
【０００６】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、ＬＥＤランプの装着を確実に検出でき
るＬＥＤランプ用電源装置およびこれを備えたＬＥＤランプシステムを提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のＬＥＤランプ用電源装置は、直流電源部を有する。また、ＬＥＤランプ用電源
装置は、この直流電源部からの電力供給を受け、ＬＥＤ素子およびこのＬＥＤ素子に並列
に接続された検出用抵抗器を備えたＬＥＤランプを点灯制御する点灯回路を有する。また
、ＬＥＤランプ用電源装置は、ＬＥＤランプの着脱による検出用抵抗器の着脱に応じて変
化する電圧レベルに基づいてＬＥＤランプの装着の有無を検出する装着検出部を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ＬＥＤランプの着脱による検出用抵抗器の着脱に応じて変化する電圧
レベルに基づいてＬＥＤランプの装着の有無を検出することで、ＬＥＤランプの装着を確
実に検出できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施形態を示すＬＥＤランプ用電源装置の回路図である。
【図２】同上ＬＥＤランプ用電源装置を備えたＬＥＤランプシステムの側面図である。
【図３】第２の実施形態を示すＬＥＤランプ用電源装置の回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、第１の実施形態を図１および図２を参照して説明する。
【００１１】
　図２において、11はＬＥＤランプシステムを示し、このＬＥＤランプシステム11は、例
えば、直管形蛍光ランプ１灯用相当のものであり、システム本体としての長尺な器具本体
12、この器具本体12の両端に互いに対向して配設された一対(一方および他方)の光源取付
手段としてのソケット13、これら一対のソケット13間に接続される直管形の光源すなわち
ランプとしての（直管状）ＬＥＤランプ14、および、器具本体12内に配置されてＬＥＤラ
ンプ14に電力を供給してＬＥＤランプ14を点灯させるＬＥＤランプ用電源装置としての点
灯装置である専用電源15を備えている。
【００１２】
　本実施形態のＬＥＤランプシステム11は、例えば、直管形蛍光ランプを使用する既設の
照明器具の器具本体12をそのまま使用し、ＬＥＤランプ14および専用電源15を使用するＬ
ＥＤランプシステム11としてリニューアルするものである。あるいは、ＬＥＤランプ14お
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よび専用電源15を使用するＬＥＤランプシステム11を新規に設置する場合でも、直管形蛍
光ランプを使用する既存の照明器具構造の器具本体12およびＬＥＤランプシステム11専用
のソケット13を流用し、ＬＥＤランプ14および専用電源15を使用するＬＥＤランプシステ
ム11として設置するものである。そして、このＬＥＤランプシステム11（ＬＥＤランプ14
）は、例えば４０Ｗ仕様、あるいは２０Ｗ仕様のものがあり、本実施形態では、ＬＥＤラ
ンプシステム11（ＬＥＤランプ14）の仕様に応じて、例えば４０Ｗ仕様の場合には、専用
電源15が９８Ｖを出力し、２０Ｗ仕様の場合には、専用電源15が４５Ｖを出力するものと
する。
【００１３】
　器具本体12は、設置面として例えば天井などに取り付けられる図示しない本体部、およ
びこの本体部を覆って本体部に着脱可能に取り付けられる断面逆富士形の反射体18を備え
ている。
【００１４】
　ソケット13は、器具本体12の本体部の両端に取り付けられ、反射体18の両端に形成され
たソケット挿通孔を通じて反射体18の外面に突出されている。一方のソケット13には、端
子が内蔵されて専用電源15が接続されており、他方のソケット13は、ＬＥＤランプ14の保
持のみに使用、または、ＬＥＤランプ14のアース接続を確保するために使用するなど、適
宜構成することができる。
【００１５】
　ＬＥＤランプ14は、例えば、透光性を有する円筒状で直管形の管体21、この管体21内に
収容された発光モジュール（図示せず）、および管体21の両端に設けられた接続部23を備
えている。
【００１６】
　管体21は、透光性および拡散性を有するガラスや樹脂材料によって、直管形蛍光ランプ
と略同じ管長および管径で直管形蛍光ランプと略同じ外観の長尺な円筒状に形成され、両
端には取付部である接続部23が設けられている。
【００１７】
　発光モジュールは、管体21の管軸方向に沿って細長い基板（図示せず）、この基板の長
手方向に沿って実装された負荷としてのＬＥＤ素子25、このＬＥＤ素子25と並列に接続さ
れた検出用抵抗器26、および、整流用の整流素子27を備えている。この発光モジュールは
、基板を平板状とし、その基板の一面にＬＥＤ素子25を実装して、主に管体21の所定の方
向から光が放射されるようにしてもよいし、あるいは、基板を多角形の筒状とし、その基
板の周面にＬＥＤ素子25を実装して、管体21の全周から光が放射されるようにしてもよい
。ＬＥＤ素子25は、青色光を発光するＬＥＤチップが、青色光で励起されて黄色光を放出
する蛍光体を含有した透明樹脂で封止されており、この透明樹脂の表面から白色系の光が
放射される。なお、図１において、ＬＥＤ素子25は１つのみ図示しているが、複数を直列
に接続してもよい。この場合には、ＬＥＤ素子25の直列回路に対して検出用抵抗器26を並
列に接続するものとする。
【００１８】
　検出用抵抗器26は、その抵抗値ＲLを任意の値とすることが可能であるが、例えばＬＥ
Ｄ素子25の負荷インピーダンス（等価抵抗値）Ｚよりも充分大きく、消費電力が充分小さ
く、かつ、ＬＥＤ素子25（ＬＥＤランプ14）の調光性が良好であることを考慮して設定す
る。すなわち、ＬＥＤ素子25の負荷インピーダンスＺに対して、検出用抵抗器26の抵抗値
ＲLが比較的小さい場合、ＬＥＤ素子25に流れる電流値ＩFと、検出用抵抗器26に流れる電
流値ＩRLとの差が相対的に小さくなるため、ＬＥＤ素子25に流れる電流値ＩFをＬＥＤラ
ンプ14全体の電流値（ＩF＋ＩRL）から検出することが容易でなくなり、調光性が低下す
るおそれがあるので、抵抗値ＲLは充分に大きく、例えば調光下限でのＬＥＤ素子25の負
荷インピーダンスＺの４倍以上とすることが好ましい。
【００１９】
　具体的に、ＬＥＤ素子25に流れる電流値ＩFは、全光状態（１００％調光状態）の定格
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電流値を３５０ｍＡ（０．３５Ａ）としたとき、例えば調光下限を０．５％とすると、３
５０×０．００５＝１．７５ｍＡ（０．００１７５Ａ）となるので、例えば４０Ｗ仕様の
とき、調光下限でのＬＥＤ素子25の負荷インピーダンスＺは、１００／０．００１７５≒
５７．１ｋΩとなり、２０Ｗ仕様のとき、調光下限でのＬＥＤ素子25の負荷インピーダン
スＺは、５０／０．００１７５≒２８．６ｋΩとなる。検出用抵抗器26の抵抗値ＲLは、
それらの４倍以上とすることが好ましい。
【００２０】
　一方で、検出用抵抗器26の抵抗値ＲLを大きくしすぎると、深い調光をしたときにＬＥ
Ｄ素子25に流れる電流値ＩFが小さくなりすぎ、ＬＥＤ素子25を点灯させるエネルギが不
足するおそれがあるため、例えば調光下限でのＬＥＤ素子25の負荷インピーダンスＺの６
倍以下とすることが好ましい。
【００２１】
　したがって、検出用抵抗器26の抵抗値ＲLは、調光下限でのＬＥＤ素子25の負荷インピ
ーダンスＺの４倍以上６倍以下、好ましくは５倍程度とする。例えば、ＬＥＤランプ14が
４０Ｗ仕様の場合、検出用抵抗器26の抵抗値ＲLは、２７０ｋΩ（調光下限での負荷イン
ピーダンスＺの約４．７３倍）以上、３３０ｋΩ（調光下限での負荷インピーダンスＺの
約５．７８倍）以下とすることが好ましく、ＬＥＤランプ14が２０Ｗ仕様の場合、１３０
ｋΩ（調光下限での負荷インピーダンスＺの４．５５倍）以上、１７０ｋΩ（調光下限で
の負荷インピーダンスＺの５．９５倍）以下とすることが好ましい。
【００２２】
　さらに、この検出用抵抗器26は、複数の抵抗器を直列に接続することで抵抗値を設定で
きることが好ましいため、４０Ｗ仕様の場合には、例えば３００ｋΩとすることが最も好
ましく、２０Ｗ仕様の場合には、例えば１５０ｋΩとすることが最も好ましい。
【００２３】
　また、検出用抵抗器26は、電圧１２０Ｖを印加した状態で負荷率が０．４（４０％）以
下となるものとすることが好ましい。したがって、例えば、４０Ｗ仕様の場合、抵抗値Ｒ

Lが３００ｋΩの検出用抵抗器26の定格容量は、１２０×１２０／３００ｋΩ／０．４＝
０．１２Ｗ以上とし、２０Ｗ仕様の場合、抵抗値ＲLが１５０ｋΩの検出用抵抗器26の定
格容量は、１２０×１２０／１５０ｋΩ／０．４＝０．２４Ｗ以上とする。
【００２４】
　また、整流素子27は、ＬＥＤ素子25に流れる電流を整流するもので、例えばブリッジダ
イオードなどの全波整流素子である。本実施形態では、整流素子27は、ＬＥＤ素子25に対
して、検出用抵抗器26の後段に配置されている。すなわち、検出用抵抗器26は、整流素子
27の前段に配置されている。
【００２５】
　さらに、図２に示す接続部23は、ソケット13に対して接続されるもので、例えば、絶縁
性を有する合成樹脂材料によって、直管形蛍光ランプの口金と同様の形状に形成され、管
体21の端部に被着して固定されている。また、この接続部23の端面には、直管形蛍光ラン
プのランプピンと同様の受電部としての一対のランプピン28（図１）が突設されている。
なお、接続部23は、一対のランプピン28に限らず、１本のランプピンでもよく、あるいは
他の構成でもよく、ソケット13に対して電気的接続や支持が可能であればどのような構成
でも構わない。また、この接続部23は、例えばアダプタなどを介してソケット13に電気的
および物理的に接続してもよい。
【００２６】
　そして、ＬＥＤランプ14は、例えば既存の直管形蛍光ランプと外径および全光束が略同
等なものである。
【００２７】
　また、専用電源15は、直流電圧を出力する直流電源部35と、この直流電源部35に電気的
に接続された点灯回路36と、ＬＥＤランプ14を電気的および機械的に接続可能な装着検出
部37とを有している。
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【００２８】
　直流電源部35は、例えば、商用交流電源からの交流電力を整流するブリッジダイオード
などの全波整流素子、この全波整流素子からの出力電力を平滑する平滑コンデンサなどの
平滑素子、および、所望の電圧に変換するチョッパ回路などを含む力率改善（ＰＦＣ）回
路などを備え、交流正弦波または交流矩形波の交流電力を直流変換してソケット13を通じ
てＬＥＤランプ14のランプピン28に供給する。なお、直流電源部35は、例えば商用交流電
源からの交流電力を交流電力として出力する蛍光ランプ用の点灯装置などの交流電源の出
力側に接続してもよい。
【００２９】
　点灯回路36は、直流電源部35の両端間に電気的に接続された点灯用スイッチング素子41
とダイオード42との直列回路と、これら点灯用スイッチング素子41とダイオード42との接
続点に電気的に接続されたインダクタ43と、このインダクタ43に電気的に接続され出力電
流を平滑する平滑コンデンサ44とを備えており、例えば１４１Ｖ～４１５Ｖ程度の直流電
源部35の出力電圧Ｖinを、４５Ｖ～１００Ｖ程度に降圧させる、ダイオード整流式の降圧
型ＤＣ－ＤＣコンバータである。
【００３０】
　点灯用スイッチング素子41は、例えば電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）などであり、直
流電源部35の高電位側（ハイサイド）でスイッチングを行うものである。そして、この点
灯用スイッチング素子41の制御端子であるゲート端子は、図示しないスイッチング制御手
段（ハイサイドドライバ）に電気的に接続され、このスイッチング制御手段からの信号に
よって点灯用スイッチング素子41が高速でオンオフされるように構成されている。
【００３１】
　ダイオード42は、アノードが接地され、カソードが点灯用スイッチング素子41に電気的
に接続されている。すなわち、このダイオード42は、点灯用スイッチング素子41がオフの
状態のときに、インダクタ43と、平滑コンデンサ44およびＬＥＤランプ14とにより閉回路
を形成するように構成されている。
【００３２】
　また、装着検出部37は、点灯回路36の出力側、すなわちインダクタ43に対して平滑コン
デンサ44と電気的に並列に接続された保護抵抗器51および保護用スイッチング素子52の直
列回路と、直流電源部35の両端間に点灯回路36と電気的に並列に接続された分圧用抵抗器
としての第１分圧用抵抗器54と分圧用抵抗器としての第２分圧用抵抗器55との直列回路と
、これら直列回路と電気的に接続された検出手段および制御手段の機能を有する制御回路
56とを備えている。そして、この装着検出部37は、ランプピン28が接続される接続受部と
しての接続ピン57と電気的に接続されており、これら接続ピン57を介してＬＥＤランプ14
と電気的に接続可能となっている。
【００３３】
　保護抵抗器51は、インダクタ43に対して平滑コンデンサ44と並列に接続されている。ま
た、この保護抵抗器51は、分圧用抵抗器54，55などと比較して充分に小さい抵抗値を有し
ている。
【００３４】
　保護用スイッチング素子52は、例えばＮＰＮ型のバイポーラトランジスタなどであり、
制御端子であるベース端子が制御回路56と電気的に接続され、コレクタ端子が保護抵抗器
51に電気的に接続され、かつ、エミッタ端子が接地されている。
【００３５】
　また、第１分圧用抵抗器54は、直流電源部35に対して点灯用スイッチング素子41と電気
的に並列に接続されている。この第１分圧用抵抗器54は、例えば２ＭΩ（２０４０ｋΩ）
程度の抵抗値を有している。
【００３６】
　また、第２分圧用抵抗器55は、インダクタ43の出力側に平滑コンデンサ44と電気的に並
列に、接続ピン57，57間に電気的に接続されている。すなわち、この第２分圧用抵抗器55
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は、接続ピン57，57に対して、ＬＥＤランプ14と並列となるように接続されている。
【００３７】
　ここで、第２分圧用抵抗器55の抵抗値ＲCSは、任意の値とすることが可能であるが、第
２分圧用抵抗器55の抵抗値ＲCSが大きくなるほど分圧用抵抗器54，55で分圧された直流電
源部35の第２分圧用抵抗器55による直流電圧の分圧レベルすなわち直流電圧レベルＶCSが
大きくなり、ＬＥＤランプ14の装着検出がしやすくなるものの、第２分圧用抵抗器55の抵
抗値ＲCSが大きすぎる場合には、直流形ＬＥＤランプ14を装着していないときの直流電圧
レベルＶCS、すなわち接続ピン57，57間の電圧が大きくなりすぎて好ましくない。一方で
、この抵抗値ＲCSが小さすぎる場合には、直流電源部35からの出力電圧Ｖinが最大（例え
ば４１５Ｖ）のときにＬＥＤランプ14を装着している場合と、出力電圧Ｖinが最小（例え
ば１４１Ｖ）のときにＬＥＤランプ14を取り外している（装着していない）場合とでの直
流電圧レベルＶCSが逆転して装着／非装着を誤検出するおそれがある。
【００３８】
　このため、本実施形態において、第２分圧用抵抗器55の抵抗値ＲCSは、上記の逆転が生
じず、かつ、直流電圧レベルＶCSが大きすぎない範囲、ここでは例えば７００ｋΩ以上１
ＭΩ以下に設定されている。
【００３９】
　また、制御回路56は、例えばマイコンなどであり、直流電源部35の出力電圧Ｖin、およ
び、直流電圧レベルＶCSを検出可能となっている。さらに、この制御回路56は、内部に記
憶手段であるメモリなどを備えており、直流電圧レベルＶCSと比較するための閾値電圧Ｖ

thなどを記憶している。
【００４０】
　そして、ＬＥＤランプシステム11の起動時、制御回路56は直流電圧レベルＶCSを検出し
、その直流電圧レベルＶCSと、予め設定された閾値電圧Ｖthとの大小を比較する。この閾
値電圧Ｖthは、直流電源部35からの出力電圧Ｖinの大きさに対応して制御回路56により調
整され、出力電圧Ｖinが相対的に大きいときには相対的に高く設定される。
【００４１】
　そして、制御回路56は、直流電圧レベルＶCSが閾値電圧Ｖthよりも大きいと判断した場
合には、ＬＥＤランプ14が接続ピン57，57間に接続されていないものと判断して、スイッ
チング制御手段による点灯用スイッチング素子41のスイッチングなどを停止させることで
直流電源部35および点灯回路36の駆動を直ちに停止する。
【００４２】
　一方、制御回路56は、直流電圧レベルＶCSが閾値電圧Ｖth以下であると判断した場合に
は、ＬＥＤランプ14が接続ピン57，57間に接続されているものと判断して、スイッチング
制御手段により点灯用スイッチング素子41をスイッチングさせるなど、直流電源部35およ
び点灯回路36を駆動させ、点灯回路36によりＬＥＤランプ14に流れる電流値を必要に応じ
て制御することにより、このＬＥＤランプ14を点灯（調光）制御する。
【００４３】
　なお、直流電圧レベルＶCSが所定電圧、例えば４５Ｖよりも大きい場合には、制御回路
56は保護用スイッチング素子52をオンすることにより、直流電圧レベルＶCSを４５Ｖ以下
に保つことで、接続ピン57，57間に４５Ｖを超える高電圧が出力されないように保護する
。
【００４４】
　このように、ＬＥＤ素子25は、フィラメントを有しないため、上記第１の実施形態では
、ＬＥＤ素子25に対して並列に接続した検出用抵抗器26を備えるＬＥＤランプ14を用い、
このＬＥＤランプ14の着脱による検出用抵抗器26の着脱に応じて検出する電圧レベル、こ
こでは直流電圧レベルＶCSが変化するように専用電源15の装着検出部37を構成する。具体
的には、装着検出部37を、ＬＥＤランプ14の装着によりＬＥＤ素子25および検出用抵抗器
26が分圧用抵抗器54，55のうち、第２分圧用抵抗器55に並列に接続されるように構成する
。このため、ＬＥＤランプ14が接続ピン57，57間に接続されていないときは分圧用抵抗器
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54，55のみで分圧されるのに対して、ＬＥＤランプ14が接続ピン57，57間に接続されてい
るときは、第１分圧用抵抗器54と、第２分圧用抵抗器55と検出用抵抗器26との並列合成抵
抗とによって分圧されるため、直流電圧レベルＶCSが減少することとなる。したがって、
直流電源部35からの直流電圧を第２分圧用抵抗器55により分圧した直流電圧レベルＶCSと
所定の閾値電圧Ｖthとを比較してＬＥＤランプ14の装着の有無を検出することにより、Ｌ
ＥＤランプ14の装着を確実に検出できる。
【００４５】
　また、この専用電源15をＬＥＤランプシステム11に備えることにより、ＬＥＤランプ14
の装着を検出可能となるので、例えばＬＥＤランプ14を装着していないときには点灯回路
36などを停止させるなど、利便性の向上、省エネルギ化、および、安全性の向上などに対
応することが可能となる。
【００４６】
　さらに、検出用抵抗器26の抵抗値ＲLを、調光下限でのＬＥＤ素子25の負荷インピーダ
ンスＺの４倍以上に設定することにより、ＬＥＤ素子25に流れる電流値ＩFに対して検出
用抵抗器26に流れる電流値ＩRLを充分に小さくして、ＬＥＤ素子25（ＬＥＤランプ14）の
調光性を確保できるとともに、検出用抵抗器26の抵抗値ＲLを、調光下限でのＬＥＤ素子2
5の負荷インピーダンスＺの６倍以下に設定することにより、ＬＥＤ素子25に流れる電流
値ＩFを確保できる。このため、ＬＥＤランプ14（ＬＥＤ素子25）を深く調光したときに
、例えば接続ピン57，57およびランプピン28，28での損失などが生じている場合でも、Ｌ
ＥＤ素子25（ＬＥＤランプ14）を確実に点灯させることができる。
【００４７】
　具体的に、ＬＥＤ素子25の全光状態での定格電流値が３５０ｍＡであり、ＬＥＤ素子25
の調光下限を全光状態の０．５％とする場合、４０Ｗ仕様のＬＥＤランプ14（ＬＥＤラン
プシステム11）では、ＬＥＤランプ14の検出用抵抗器26の抵抗値ＲLを２７０ｋΩ以上３
３０ｋΩ以下、さらに好ましくは３００ｋΩとすることにより、ＬＥＤ素子25（ＬＥＤラ
ンプ14）の調光性を確実に得つつ、深い調光時でもＬＥＤ素子25（ＬＥＤランプ14）を確
実に点灯させることができる。
【００４８】
　また、２０Ｗ仕様のＬＥＤランプ14（ＬＥＤランプシステム11）では、ＬＥＤランプ14
の検出用抵抗器26の抵抗値ＲLを１３０ｋΩ以上１７０ｋΩ以下、さらに好ましくは１５
０ｋΩとすることにより、ＬＥＤ素子25（ＬＥＤランプ14）の調光性を確実に得つつ、深
い調光時でもＬＥＤ素子25（ＬＥＤランプ14）を確実に点灯させることができる。
【００４９】
　そして、装着検出部37が、直流電源部35から点灯回路36への入力電圧Ｖinのレベルに応
じて閾値電圧Ｖth、すなわちＬＥＤランプ14の装着検出レベルを可変することにより、Ｌ
ＥＤランプ14の装着検出の精度をより向上できる。
【００５０】
　さらに、ＬＥＤランプ14は、整流素子27の前段（高電位側）に検出用抵抗器ＲLを接続
しているため、整流素子27で生じる電圧降下（例えば０．６Ｖ程度）およびそのばらつき
などを考慮することなくＬＥＤランプ14の装着検出が可能になり、ＬＥＤランプ14の装着
検出の精度をより向上できる。
【００５１】
　次に、第２の実施形態を図３を参照して説明する。なお、上記第１の実施形態と同様の
構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００５２】
　この第２の実施形態は、上記第１の実施形態において、装着検出部37が、分圧用抵抗器
としての第１分圧用抵抗器61と、分圧用抵抗器としての第２分圧用抵抗器62と、定電圧源
63とを有しているものである。
【００５３】
　分圧用抵抗器61，62は、互いに電気的に直列に接続されており、点灯用スイッチング素
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子41とダイオード42との接続点に電気的に接続されている。また、これら分圧用抵抗器61
，62の直列回路は、接続ピン57，57間に接続されている。したがって、これら分圧用抵抗
器61，62には、ＬＥＤランプ14を接続ピン57，57間に装着した状態で、ＬＥＤ素子25およ
び検出用抵抗器26が並列に接続される。なお、これら分圧用抵抗器61，62の抵抗値は、特
に第２分圧用抵抗器62による分圧レベルである直流電圧レベルＶCSを検出可能とするよう
に適宜設定する。
【００５４】
　また、定電圧源63は、抵抗器65とダイオード66との直列回路を介して、点灯用スイッチ
ング素子41とダイオード42との接続点に、分圧用抵抗器61，62の直列回路と電気的に並列
に接続され、接続ピン57，57間に予め設定された所定の直流定電圧を印加することが可能
となっている。
【００５５】
　そして、制御回路56は、分圧用抵抗器61，62で分圧された定電圧源63からの直流定電圧
に対する第２分圧用抵抗器62での直流電圧レベルＶCSを検出し、この直流電圧レベルＶCS

が閾値電圧Ｖthよりも大きい場合には、ＬＥＤランプ14が接続ピン57，57間に接続されて
いないものと判断して、スイッチング制御手段による点灯用スイッチング素子41のスイッ
チングなどを停止させることで直流電源部35および点灯回路36の駆動を直ちに停止する。
【００５６】
　一方、制御回路56は、直流電圧レベルＶCSが閾値電圧Ｖth以下であると判断した場合に
は、ＬＥＤランプ14が接続ピン57，57間に接続されているものと判断して、スイッチング
制御手段により点灯用スイッチング素子41をスイッチングさせるなど、直流電源部35およ
び点灯回路36を駆動させ、点灯回路36によりＬＥＤランプ14に流れる電流値を必要に応じ
て制御することにより、このＬＥＤランプ14を点灯（調光）制御する。
【００５７】
　このように、第２の実施形態では、ＬＥＤランプ14のＬＥＤ素子25および検出用抵抗器
26が第２分圧用抵抗器62に対して並列に接続されるように専用電源15の装着検出部37を構
成する。このため、ＬＥＤランプ14が接続ピン57，57間に接続されていないときは分圧用
抵抗器61，62のみで分圧されるのに対して、ＬＥＤランプ14が接続ピン57，57間に接続さ
れているときは、第１分圧用抵抗器61と、第２分圧用抵抗器62と検出用抵抗器26との並列
合成抵抗とによって分圧されるため、直流電圧レベルＶCSが減少することとなる。したが
って、定電圧源63からの直流定電圧を第２分圧用抵抗器62により分圧した直流電圧レベル
ＶCSと所定の閾値電圧Ｖthとを比較してＬＥＤランプ14の装着の有無を検出することによ
り、ＬＥＤランプ14の装着を確実に検出できる。
【００５８】
　そして、以上説明した実施形態によれば、ＬＥＤランプ14の着脱による検出用抵抗器26
の着脱に応じて変化する電圧レベル(直流電圧レベルＶCS)に基づいてＬＥＤランプ14の装
着の有無を検出することで、ＬＥＤランプ14の装着を確実に検出できる。
【００５９】
　なお、上記各実施形態において、分圧用抵抗器は、例えば３つ以上を電気的に直列に接
続して配置してもよい。さらに、ＬＥＤランプ14の着脱による検出用抵抗器26の着脱に応
じて電圧レベルが変化する構成であれば、装着検出部37は任意に構成できる。
【００６０】
　また、ＬＥＤランプ14は、直管形でなくてもよく、例えば円環形、あるいは電球形など
であっても対応できる。
【００６１】
　さらに、点灯回路36は、点灯用スイッチング素子41を直流電源部35の低電位側（ローサ
イド）に接続してスイッチングする、いわゆるローサイドスイッチング形の回路としても
よい。
【００６２】
　そして、ＬＥＤランプ14において、検出用抵抗器26は、整流素子27の後段（低電位側）
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【００６３】
　また、一対のソケット13を複数組以上用いた複数灯形の照明器具でもよい。さらに、天
井直付け形照明器具に限らず、埋込形照明器具などでもよい。
【００６４】
　また、ソケット13からＬＥＤランプ14への電力供給は、例えば一対のソケット13の両方
から行ってもよいし、一方のみから行ってもよい。一方のソケット13のみから電力供給す
る場合には、他方のソケット13側ではＬＥＤランプ14の端部を支持するのみでもよく、あ
るいは、他方のソケット13から例えば調光信号をＬＥＤランプ14に伝送し、ＬＥＤランプ
14に内蔵された調光回路によってＬＥＤ素子25の点灯状態を調光するようにしてもよい。
また、ソケット13を利用せず、器具本体12側に配置した非接触送電部からＬＥＤランプ14
側に配置された非接触受電部に対して誘電結合などの方法により非接触で電力供給するよ
うにしてもよい。さらに、ソケット13はＬＥＤランプ14の支持のみに使用し、ＬＥＤラン
プ14に対しては別の給電方法を用いてもよい。
【符号の説明】
【００６５】
　11　　ＬＥＤランプシステム
　14　　ＬＥＤランプ
　15　　ＬＥＤランプ用電源装置としての専用電源
　25　　ＬＥＤ素子
　26　　検出用抵抗器
　35　　直流電源部
　36　　点灯回路
　37　　装着検出部
　54，61　　分圧用抵抗器としての第１分圧用抵抗器
　55，62　　分圧用抵抗器としての第２分圧用抵抗器
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